
脱
走
兵
は
国
家
に
背
を
向
け
て
い
る

L

H

こ
の
六
月
の
十
七
日
、
元
米
市
民 

ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ロ
ウ
が 

本
に
や
っ
て
く
る
。

彼
が
パ
リ
に
向
け
羽
問
先
了
地
か
ら
山
川
し
た
の
は
.
九
じ
り
年
作
れ
だ
か
ら
、
三
十
年
ぶ
り
の
日
本
だ
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ロ
ウ
は
、
右
謹
兵
と
し
て
陥
折
、
の
に
似
野
戦
州
院
に
配
属
さ
れ
、
傷
偏
丘
、
の
看
護
を
す
る
中
で
ベ
ト

ナ
ム
で
の
「
汚
い
戦
争
」
を
知
っ
た
。

一
九
六
八
年
暮
れ
に
米
軍
を
脱
ょ
し
た
ロ
ウ
は
、

H

を
求
め
た
。
そ
れ
か
ら
今
一
年
間
の 

本
で
の
性
抗
の
版
「
は
、
彼
を
山
本
に
防
っ
た
英
文
学
者
の
氷
川
玲
.
一
と
日
高
六
郎

J
八 
T
R
C
(反
戦
米
脱
よ
兵
援
助
日
本
技
術
委
員
会
)
に
助
け

が
『
と
な
り
に
脱
走
兵
が
い
た
時
代
』
(
忠
恕
の
科
川
了
利
刊
)
に
点
い
て
い
る
。

実
は
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ロ
ウ
と
い
う
名
前
は
偽
名
だ
。

脱
走
中
に
彼
は
、
軍
隊
内
の
非
人
間
的
生
活
を
小
説
「
わ
れ
ら
が
歓
呼
し
て
仰
い
だ
旗
し
に
書
い
た
が
、
一
九
七 
C

年
に
雑
誌
「
す
ば
る
』
に
連
載
す
る
際
、
登
場
人
物
の
名
前
を
そ
の
ま
ま
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
し
た
。

恩
赦
が
下
っ
て
母
国
ア
メ
リ
カ
に
帰
還
し
、
医
療
関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
彼
は
、
今
な
お
、
自
分
が
挽
走
兵

だ
っ
た
こ
と
を
躍
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
「
ア
ジ
ア
解
放
戦
争
」
だ
っ
た
な
ど
と
歴
史
を
担
造
す
る
学
者
な
ど

い
な
い
国
で
も
、
脱
走
兵
た
ち
の
多
く
は
自
ら
の
過
去
を
消
し
て
生
き
て
い
る
。

口
由
の
国
ア
メ
リ
カ
が
、
い
ま
も
彼
ら
の
子
紙
を
検
閲
し
て
い
る
。
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と

宅
」
と
芹
き
、

L
L

こ
う
描
写
す
る
。

「 

サ
イ
ズ
の
服
や
靴
を
調
達
し
た
人
し
、

貧
し
い
ア
ジ
ア
の
小
問
に
、
ナ
パ
ム
蝉
と
枯
れ
華
剤
を
降
ら
せ
た
兵
隊
た
ち
が
「
叶
た
り
的
の
人
間
」
で
、
た
っ

C
O
R
e

た
一
人
で
も
し
八
義
も
な
い
人
殺
し
を
相
ん
だ
勇
気
あ
る
ょ
た
ち
は 
1

非
川
以
」
な
の
だ
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
、
ア
フ
ガ
ン
戦
乍
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
い
っ
た
詳
し
難
い
戦
で
も
、
人
殺
し
を
し
た
兵
卜
し
の
方

2
3
t
C
5
c
Z
2
2
0

が
、
弱
い
者
い
じ
め
を
拒
否
し
た
若
者
よ
り
圧
倒
的
に
多
い
の
だ
か
ら
、
脱
走
兵
は
い
つ
も
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
だ
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ロ
ウ
が
脱
主
し
た
一
九
六
八
午
、
二
つ
年
上
の
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
は
シ
ョ 

ジ
タ
ウ
ン
大
学
を

業
し
て
、
英
国
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
て
い
る

ビ
ル
坊
っ
ち
ゃ
ま
は 

ロ印
 

コ
良
心
的
兵
役
目
ボ
ど
を
中
請
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
場

に
行
か
な
か
っ
た
の
に
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
ま
で
卜
り
つ
め
、
地
ト
心
部
市
の
下
匝
階
級
や
ア
フ
リ
カ
系
の
古
年
た
ち
は

-h(

そ
ん
な
抜
け
道
も
知
ら
ず
、
戦
場
で
戦
死
す
る
か
、
殺
料
伐
の
記
憶
の
山
中
で
今
も
も
が
い
て
い
る
・
:
:
・ 

0

c

そ
の
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
簡
が
昨
年
ト
ム
リ
、
枯
れ
葉
剤
の
後
遺
佐
の
残
る
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
、
歓
迎
式
典
で

一
両
同
が
共
有
す
る
痛
み
」
と
あ
の
戦
争
を
表
制
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
カ
ム
ラ
ン
湾
を
米
市
民
地
に
促
供
す
る
と

い
う
新
聞
記
事
を
読
ん
で
、
僕
は
脱
走
兵
た
ち
の
之
出
「
お
燐
り
の
脱
よ
只
へ
を
点
き
は
じ
め
た
。

あ
の
戦
争
を
祖
止
し
よ
う
と
闘
い
倒
れ
た
右
者
た
ち
が
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
劇
場
は
鎮
魂
歌
を
歌
う
こ


と
の
で
き
る
唯
一
の
場
所
だ
か
ら
:
・
:
。


近
代
に
入
っ
て
劇
場
は 

1

情
報
の
'
民
連
」
と
い
う
機
能
を
マ
ス
コ
ミ
に
議
っ
た
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
が
権
力
の
介
人


を
怖
れ
て
報
道
を
臼
主
出
制
す
る
と
き
、
僕
た
ち
に
間
伐
さ
れ
て
い
る
の
は
泌
劇
と
い
う
ミ
ニ
ゴ 
i
だ
か
ら
だ
。


i

一
一
一
ト
年
前
、
米
州
と
川
市
事
同
日
を
結
ぶ
こ
の
川
で
悦
よ 

た
ち
を
院
っ
た
人
々
が
、
寸
お
隣
り
の
脱
定
日
(
』

に
へ
川
わ 

、
ー
ノ
ィ
り
/
ブ
・
口
ウ
を
日
本
に
抗
日
し
た
一
日

j
M
r

脱
走
兵
の
存
在
は
、

イ
ン
チ
キ
民
主
主
義
者
の
化
け
の
皮
を
は
が
す
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
だ
。

一
九
六
八
年
卜
一
月
、 

c
I
A
の
ス
パ
イ
が
ジ
ャ
テ 
y

ケ
に
科
人
し
、

川
町
宅
地
か
ら
船
で
脱
出
す
る
士
照
的
に
北
海
道

讐
の
パ
ト
カ
ー
に
包
囲
さ
れ
、
悦
定
丘
(
ジ
ェ
ラ
ル
ト
・
メ
イ
ヤ
|
ズ
か
米
山
中
竺
祭
に
逮
捕
さ
れ
た

「
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』
は
「
ベ
干
述
地
卜
組
織
に
メ
ス
・
こ
れ
が
米
兵

ω
脱
よ
ル
ー
ト
」
「
ア
ジ
ト
に
教
授
や
外
交
代

c

「
読
売
新
聞
』

ヰー由

「
脱
本
米
兵
援
助
組
織 

J
リ

/

ヤ

テ

ソ

ケ

コ

ーノ、
ジ
ノ
A
y
rpfL

こ
れ
が
モ
ス
ク
ワ
へ
の
ル
|

戦
中
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
誹
諜
記
事
を
掲
載
し
た

『
と
な
り
に
脱
走
兵
が
い
た
時
代
』

の
聞
き
書
き
を
し
た
閃
谷
滋
は
、

-
K

L

円
を
制
介
し
た
人 
、

こ
の
運
動
に
携
わ
っ
た
た
く
さ
ん
の
人
々
を

「
経
営
す
る
ラ
ブ
・
ホ
テ
ル

の
部
屋
を
提
供
し
た
人
」
、

「
ジ
ャ
テ
ッ
ク
へ
の
か
か
わ
り
が
川
る
み
に
山
た
人
を
峨
場
な
ど
で
支
え
た
人
」
な
ど
の
例

O

:
:
:
L

U

l

L

を
挙
げ
、

最
後
に
「
そ
し
て
、
知
っ
て
て
黙
っ
て
い
た
人 

と
川
き 

す。

先
年
公
開
さ
れ
た
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
収
容
所
か
ら
救
っ
た
人
物
を
附
い
た
映
州 

シ
ン
ド
ラ 
1
の
リ
ス
ト 

は
日
本
で

大
評
判
だ
っ
た
し
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
不
法
に
ビ
ザ
を
党
給
し
た
杉
出
下
畝
さ
ん
を
描
い
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ

マ
を
茶
の
間
で
見
る
だ
け
な
ら
楽
だ
。

米
国
と
軍
事
同
盟
を
結
ん
で
い
る
国
の
国
民
が
、

米
軍
か
ら
の
脱
定
兵
を
抗
う
こ
と
を
非
難
す
る
な
ら
、

日
独
訪
共

協
定
を
結
ん
だ
日
本
国
政
府
の
意
向
に
背
い
て
ビ
ザ
を
発
給
し
た
リ
ト
ア
ニ
ア
大
使
を
先
同
奴
だ
と
罵
る
べ
き
だ
。

一
九
七 

年、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ロ
ウ
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
送
り
出
す
五
法
を
探
り
に
、
英
仏
語
に
堪
能
な
一
人
の
青

作
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
旅
立
っ
て
い
る
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
脱
定
兵
を
匿
っ
た
組
織
の
人
た
ち

。〉

上� 
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U

L
t
u

ゃ
、
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
で
証
明
書
の
偽
造
を
し
て
い
た
老
人
に
出
会
っ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
国
家
に
敵
対
す
る
脱
走
兵
を
市
民
が
匿
っ
た
歴
史
は
古
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ア
メ
リ
カ

兵
の
敵
前
脱
走
者
だ
っ
て
四
万
人
は
い
る
。

日
本
は
島
国
だ
か
ら
、
こ
の
固
か
ら
馳
走
す
る
に
は
飛
行
機
か
船
し
か
な
い
。
国
境
線
の
あ
る
国
で
脱
走
す
れ
ば
、

簡
単
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
フ
ラ
ン
ス
に
行
け
る
の
に
と
僕
ら
は
思
っ
た
も
の
だ
。

し
か
し
、
多
く
の
脱
走
兵
が
日
本
に
亡
命
を
求
め
た
の
は
、
こ
の
国
に
憲
法
第
九
条
が
あ
る
か
ら
だ
。
戦
争
を
放
棄

し
た
国
家
は
、
戦
争
を
放
棄
し
た
我
々
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
は
ず
だ
!

し
か
し
、
日
本
政
府
は
も
ち
ろ
ん
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反
対
を
唱
え
て
い
た
革
新
政
党
も
労
働
組
合
も
、
脱
走
兵
を
引

T
-

き
受
け
な
か
っ
た
。
何
故
か
?

脱
走
兵
は
白
同
だ
け
で
な
く
、
国
家
そ
の
も
の
に
背
中
を
向
け
た
存
在
だ
か
ら
だ
。

一
九
六
七
年
十
月
、
米
空
母
「
イ
ン
ト
レ
ピ
ッ
ド
」
か
ら
脱
走
し
た
同
人
の
水
兵
を
、
ソ
連
政
府
は
受
け
入
れ
、
モ

ス
ク
ワ
で
テ
レ
ビ
出
演
さ
せ
、
米
帝
国
主
義
批
判
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
役
を
担
わ
せ
て
各
地
を
回
ら
せ
た
後
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
入
国
さ
せ
た
。

し
か
し
翌
年
、
米
空
軍
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
か
原
子
力
潜
水
艦
の
乗
組
員
以
外
は
引
き
受
け
な
い
と
通
告
し
て
き
た

そ
の
年
の
八
月
二
十
日
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
軍
五
十
万
が
チ
ェ
コ
・
ス
ロ
パ
キ
ア
に
侵
攻
し
て
い
る
か
ら
だ
。
も
し
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
機
構
軍
の
巾
に
、
も
う
一
つ
の
「
汚
い
戦
争
」
か
ら
の
脱
走
兵
が
出
た
ら
ど
う
す
る
?
現
に
、
こ
の
年
、

c

チ
ェ
コ
全
土
を
制
圧
し
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
機
構
軍
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
脱
走
し
た
ソ
連
軍
兵
士
が
現
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
テ
ロ
集
団
が
何
万
人
を
殺
し
て
も
国
」
家
は
安
泰
だ
。
し
か
し
、
戦
場
か
ら
脱
走
兵
が
出
た
事
実
を
日
間
家

4
b

Q

は
必
死
で
穏
そ
う
と
す
る
。
頑
丈
に
作
ら
れ
た
ダ
ム
に
小
さ
な
穴
が
聞
い
た
ら
、
そ
の
穴
に
殺
到
す
る
水
が
穴
を
広
げ
、

あ
っ
と
い
う
聞
に
巨
大
な
ダ
ム
も
崩
れ
去
る
。

だ
か
ら
、
刷
出
家
を
空
気
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
僕
た
ち
が
、
戦
場
に
行
く
こ
と
を
拒
絶
し
た
時
、
国
家
は
そ
の
姿
を

現
し
、
社
会
は
非
同
氏
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
。
祖
国
か
ら
脱
山
し
て
み
る
と
、
こ
の
地
球
上
の
陸
地
は
す
べ
て
い
ず
れ

か
の
同
家
の
領
土
で
、
逃
げ
場
の
な
い
こ
と
に
初
め
て
気
づ
く
。

国
家
と
い
う
も
の
は
、
一
人
一
人
の
人
聞
を
抑
圧
す
る
暴
刈
装
目
だ
と
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
者
も
、

指
導
部
と
組
織

を
作
り
、
運
動
を
進
め
て
い
く
中
で
、
組
織
を
守
る
こ
と
が
至
上
課
題
と
な
っ
て
い
く
。

一
九
六
九
年
七
月
。
日
本
共
産
党
は
「
ベ
平
連
は
い
民
共
暴
力
集
問
」
と
の
論
文
を
発
表
し
た

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
脱
出
し
た
ア
フ
リ
カ
系
の
海
兵
隊
員 

ホ
イ
ッ
ト
モ
ア
は
そ
の
主
主
日
「
兄
弟
よ
俺
は
も
う
帰
ら

な
い
』

に
こ
う
書
い
て
い
る
。
自
分
た
ち
を
通
過
さ
せ
て
く
れ
た
ソ
述
に
は
行
-
伝
円
的
が
あ
り
、
受
け
入
れ
て
く
れ
た


ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
も
利
益
が
あ
っ
た
。

日
本
闘
は
我
々
の
仲
間
を
米
市
に
引
き
放
し
た
。

「
日
本
の
人
た
ち
に
お
礼
を


、、
 

】、。
 

な
ぜ
な
ら
、

日
本
人
は
私
を
一
人
の
人
間
と
し
て
助
け
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
の
人
聞
が
、 

っ，


ふ4

一
人
の
た
だ
の
人
聞
を
助
け
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
こ
に
は
な
ん
の
ヒ
モ
も
つ
け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ

た
」
(
吉
川
勇
一
訳
)

0

あ
の
こ
ろ
、

僕
の
回
り
に
も
自
動
車
を
持
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
、
脱
走
兵
の
移
動
に
は
苦
労
し
た
。
若
者
た
ち
の

家
に
は
、

電
話
が
な
く
電
報
で
連
絡
を
と
っ
て
い
た
。

と
こ
の
家
に
も
白
動
車
が
あ
り
、

若
者
た
ち
は
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
今
だ
っ
た
ら
、

ど
ん
な
に
か
楽
だ
っ
た
ろ 
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大
�
 

f
t
H

薩
峠
で
の
赤
軍
派
の
逮
捕
(
六
九
年
)
や
、
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

(七 

か
がら、、

T
d
T

J
J

C

こ
円
�
 
』

な
っ
た
。

，
っ
と
思
う
。
し
か
し
、
今
再
び
、
在
日
米
軍
が
ど
こ
か
で
戦
争
を
始
め
、
日
本
の
基
地
か
ら
次
々
に
米
兵
が
逃
げ
出
し

て
き
た
ら
、
今
の
日
本
の
若
者
た
ち
は
脱
走
兵
を
置
う
だ
ろ
う
か
?

脱
走
兵
た
ち
の
書
き
残
し
た
も
の
の
中
に
、
二
一
十
年
前
の
日
本
人
が
出
て
く
る
。

基
地
を
出
て
野
宿
し
て
い
る
米
兵
に
コ
�
 
l
卜
を
掛
け
て
く
れ
た
入
、
食
べ
物
を
分
け
て
く
れ
た
日
本
人
、
車
に
乗
せ

た
米
兵
が
脱
走
兵
だ
と
知
っ
て
自
分
の
部
屋
に
連
れ
帰
っ
て
風
呂
に
入
れ
た
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
、
匿
っ
て
く
れ
た
娼

婦
た
ち
:
:
:
。
そ
ん
な
日
本
人
た
ち
は
ど
こ
に
消
え
た
の
だ
ろ
う
?

政
治
が
腐
敗
し
ょ
う
が
、
税
金
の
無
駄
づ
か
い
が
続
こ
う
が
、
デ
モ
一
つ
起
こ
す
で
も
な
く
日
が
な
一
日
メ
ル
友
と

の
情
報
交
換
で
時
を
過
ご
し
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
老
人
を
襲
う
若
者
た
ち
:
:
:
。

僕
は
、
「
お
隣
り
の
脱
走
兵
』
の
時
聞
を
一
九
六
八
年
か
ら
七
一
年
に
設
定
し
た
。


こ
の
時
期
に
、
何
か
が
終
わ
り
、
何
か
が
始
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
か
ら
だ
。


一
九
六
八
年
は
、
原
子
力
需
ほ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
佐
世
保
入
港
阻
止
闘
争
で
年
が
明
け
、
二
月
に
は
民
族
解
放


戦
線
の
テ
ト
攻
勢
と
王
子
野
戦
病
院
反
対
闘
争
。
三
月
に
は
ソ
ン
ミ
村
の
虐
殺
が
起
こ
り
、
米
兵
の
脱
走
が
続
い
た
。

四
月
に
は
キ
ン
グ
牧
師
暗
殺
。
瓦
月
、
チ
ェ
コ
・
ス
ロ
パ
キ
ア
で
は
二
千
語
百
二
一
二
円
、
パ
リ
で
は
カ
ル
チ
工
ラ
タ
ン
で
学

生
た
ち
が
市
街
戦
を
演
じ
た
。
六
月
に
は
九
州
大
学
に
米
空
軍
の
偵
察
機
フ
ァ
ン
ト
ム
が
墜
落
し
、
ロ
パ
�
 ト
・
ケ
ネ

デ
ィ
が
暗
殺
さ
れ
た
。
国
内
で
は
、
一
二
里
塚
、
東
大
、
日
大
闘
争
。
同
際
反
戦
デ
!
の
新
宿
は
戦
場
だ
っ
た
。 l

U
q

H

O
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家
電
メ
ー
カ
ー
東
芝
の
ボ
ー
ナ
ス
を
奪
っ
た
三
億
円
宗
門
が
起
こ
っ
た
の
が
、
六
八
年
暮
れ
と
い
う
の
も
象
徴
的
だ
。

に
は
!
地
成
金
が
長
者
番
付
の
上
位
に
並
ぶ
よ
う
に

六
八
年
二
月
、
在
日
韓
関
入
金
嬉
老
は
、
借
金
の
も
つ
れ
か
ら
暴
力
開
�
 ・
一
人
を
射
殺
し
人
質
を
取
っ
て
立
て
こ
も

ト
一
月
、
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
会
談
に
よ
っ
て
沖
縄
返
還
が
合
意
に
達
し
、
翌
七
�
 年
六
月
、
日
米
安
保
が
す
ん
な
り

C

(

L

人
衆
が
戦
争
に
抗
議
す
る
学
作
ー
た
ち
を
孤
丘
さ
せ

一
九
五

0
年
代
の
一
一
一
種
の
神
器
(
冷
蔵
庫
、
洗
濯
殿
、
山
思
テ
レ
ビ
)

に
代
わ
っ
て
、

ベ
ト
ナ
ム
特
需
の
な
か
、
�
 3

カ

っ
て
白
信
を
凶
復
し
、
ナ
レ
ビ
は
「
明
る

っ
た
。
そ
の
ト
月
、
敗
戦
の
年
の
五
月
に
空
襲
で
消
失
し
た
用
肘
の
新
宮
殿
が
落
成
し
た
。
数
千
億
円
と
い
わ
れ
る
ベ

ト
ナ
ム
特
需
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
日
本
国
は
あ
の
豪
華
な
新
宮
殿
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

ギ
ニ
ア
で
戦
死
し
た
戦
友
に
代
わ
っ
て
パ
チ
ン
コ
玉
を
撃
ち
、
「
ヤ
マ
ザ
キ
、
天
皇
を
撃
て
い
と
叫
ぶ
。

と
こ
ろ
が
、
翌
六
九
年
か
ら
、
大
衆
の
政
治
行
動
の
潮
が
引
い
て
行
く
。

O
年
)
。
学
生
運
動
が
過
激
化
し
た

日
本
の
一
反
体
制
運
動
が
大
衆
的
展
懲
を
失
円
た
と
い
う
人
も
い
る
。

そ
れ
で
は
原
因
と
結
果
が
逆
だ
。
戦
争
日
眠
気
で
潤
う
な
か
、

l
、
ク
ー
ラ
ー
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
)
が
爆
允
的
に
先
れ
た
。

六
九
年
に
日
本
は
�
 
G
N
P
世
界
第
-
一
位
に
躍
り
出
で
、
じ

四
半
明
紀
前
、
「
鬼
畜
米
英
」
の
暗
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
お
っ
て
た
上
と
化
し
た
�
 
H
本
が
、

経
済
的
一
等
閑
に
な
�
 

i
い
ナ
シ
ョ
ナ
ル
し
そ
ぶ
い
は
じ
め
た
の

日
本
人
が
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
に
変
貌
し
た
時
代
、
何
人
に
よ
る
政
治
的
犯
罪
が
続
発
す
る
。

翌
年
の
一
月
-
一
日
、
帰
遷
兵
奥
崎
謙
三
は
、
そ
の
皇
居
長
和
殿
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
現
れ
た
昭
和
天
皇
に
向
け
て
一
一
ユ

そ
の
年
の
四
月
、
東
北
の
寒
村
に
育
っ
た
永
山
則
夫
が
連
続
ピ
ス
ト
ル
射
殺
事
件
を
起
こ
し
て
逮
捕
さ
れ
る
。



吹
加
の
v
M
m
を 

'h
i
t 延

長
さ
れ
た
。
七
月
、
沖
縄
に
進
駐
し
た
日
本
軍
と
米
軍
に
さ
ん
ざ
ん
な
日
に
あ
っ
た
富
村
順
一
が
、
東
京
タ
ワ
ー
の

展
望
台
で
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
に
包
丁
を
突
き
つ
け
、
「
日
本
人
よ
。
沖
縄
の
こ
と
に
口
を
出
す
な
。
ア
メ
リ
カ
は
沖

縄
か
ら
出
て
い
け
し
と
叫
ん
で
逮
捕
さ
れ
た
。

街
路
か
ら
我
が
家
に
戻
っ
た
日
本
の
大
衆
が
コ
ン
ト
日
号
の
コ
袋
番
組
を
ぶ
っ
飛
ば
せ
」
に
見
入
っ
て
い
る
中
、
辺

境
に
追
い
や
ら
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
!
の
犯
罪
が
過
激
化
し
た
の
だ
。

田
中
角
栄
の
「
日
本
列
島
改
造
論
」
が
出
た
七
二
年
に
は
、
戦
後
第
一
一
の
ベ
ビ 
l
・
ブ 

i
ム
が
来
た
。

日
本
中
で
公
害
問
題
が
発
生
し
、
子
供
の
引
き
こ
も
り
登
校
拒
否
が
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、

政
治
の
季
節
の
終
高
は
、
何
か
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。

c
I
A
の
ス
パ
イ
に
よ
っ
て
第
一
次
ジ
ャ
テ
ッ
ク
が
崩
壊
し
た
と
き
、 

G
N
P
世
界
第
一
位
と
第
-
一
位
の
巨
大
な
国

家
を
相
手
に
闘
う
に
は
、
厳
格
な
規
約
を
持
つ
秘
密
組
織
を
作
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
出
た
。

第
二
期
ジ
ャ
テ
ッ
ク
を
立
ち
上
げ
た
人
々
は
、
人
聞
が
作
る
組
織
の
危
険
性
に
つ
い
て
考
え
た
。

戦
前
の
非
合
法
組
織
が
ど
の
よ
う
に
壊
滅
し
た
か 
c

そ
し
て
連
合
赤
軍
の
リ
ン
チ
事
件
。
そ
こ
に
共
通
す
る
の
は
組

織
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
し
、
中
央
の
指
令
に
疑
い
を
持
つ
も
の
を
裏
切
り
者
と
し
、
仲
間
を
ス
パ
イ
だ
と
疑
う
こ
と
。

臼
他
に
滅
私
を
要
求
す
る
組
織
は
指
導
者
を
英
雄
視
し
、
自
分
た
ち
を
無
謬
だ
と
信
じ
、
他
の
路
線
を
進
む
者
を
「
敵

を
利
す
る
か
ら
敵
だ
」
と
断
罪
し
、
や
が
て
組
織
内
部
で
粛
清
が
始
ま
る
:
:
:
。

指
導
部
の
い
な
い
、
メ
ン
バ
ー
の
名
簿
も
な
く
規
約
も
な
い
、
そ
の
う
え
金
も
な
い
と
ニ
一
一
口
う
「
ナ
イ
ナ
イ
ず
く
し
」

の
活
動
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
人
か
ら
人
へ
と
口
コ
ミ
で
増
殖
し
拡
大
す
る
聞
か
れ
た
組
織
は
、
「
脱
走
兵
通
信
」
を
売

る
こ
と
で
資
金
を
作
り
つ
つ
、
脱
走
兵
保
護
活
動
を
公
然
の
も
の
と
し
て
い
く
。

活
動
以
外
の
人
生
の
楽
し
み
を
捨
て
た
く
な
い
普
通
の
人
々
が
、
戦
争
で
殺
さ
れ
る
の
が
怖
い
兵
隊
を
匿
う
と
い
う

活
動
が
始
ま
っ
た
。
あ
の
日
々
脱
走
兵
を
預
か
っ
た
人
々
は
、
僕
を
八
百
め
、
小
田
実
や
鶴
見
俊
輔
の
著
書
な
ど
ろ
く
に

読
ん
で
も
い
な
い
連
中
だ
っ
た
。

中
央
か
ら
の
指
令
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
そ
れ
ぞ
れ
の
闘
い
が
始
ま
っ
た
。

岩
国
で
は
反
戦
喫
茶
「
ホ
ビ
ッ
ト
」
が
作
ら
れ
、
基
地
の
消
定
路
で
た
こ
揚
げ
大
会
を
業
し
ん
で
空
軍
機
の
ベ
ト
ナ

ム
へ
の
出
撃
を
止
め
た
。
三
沢
基
地
の
傍
に
は
反
戦
ス
ナ
ッ
ク
「 
O
W
L
」
が
で
き
、
相
模
原
で
は
「
た
だ
の
市
民
が

戦
車
を
止
め
る
会
一
が
発
足
し
た
。

iラ6

最
新
鋭
の
兵
器
と
訓
練
を
受
け
た
五
ト
万
の
正
規
軍
に
対
し
て
、
貧
し
い
ベ
ト
ナ
ム
民
族
解
放
戦
線
の
ゲ
リ
ラ
た
ち

の
工
夫
か
ら
、
僕
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
だ
。

そ
の
一
右
で
、
ア
メ
リ
カ
に
「
金
儲
け
を
す
る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
こ
と
を
学
び
、
唯
心
論
か
ら

附
物
論
に
転
向
し
た
日
本
人
は
土
地
と
株
に
狂
奔
し
、
自
分
の
人
性
さ
え
も
浪
費
し
だ
し
た
。

そ
れ
は
僕
の
個
人
史
で
い
え
ば
、
黒
テ
ン
ト
を
作
り
ト
ラ
ッ
ク
で
全
国
を
巡
演
し
て
い
た
時
期
だ
か
ら
、
数
人
の
脱

よ
片
手
一
数
回
預
か
る
こ
と
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、
ど
う
や
っ
て
彼
ら
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
の
か
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

U
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、
い
い
寸
れ
の
政
党
も
い
ま
だ
組
織
に
頼
っ
て
い
る
中
で
、
「
勝
手
連
」
が
成
功
し
て
い
る
の
は
、
新
し
い
形
の
政
治

つ
け
た
た
め
だ
。

ハ
い
山
し
た
奴
が
や
る
、
疲
れ
た
ら
休
む
、
楽
し
く
や
る
、
人
を
責
め
な
い
、
市
民
生
活
を
続
け
な
が
ら
で
き
る
こ

ん
に
や
る
わ
あ
の
ジ
ャ
テ
ッ
ク
の
ス
タ
イ
ル
は
現
在
、
各
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
右
も
左 



l

ダ
と
ト
ン
・
サ
ザ

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
べ
平
速
は
、
脱
走
兵
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
「
ヤ
ン
キ
ー
、
ゴ

脱
走
兵
を
助
け
た
の
で
は
な
く
、
脱
走
兵
に
学
ん
だ
の
だ
。

だ
が
五
年
前
、
ホ 
1
チ
ミ
ン
市
の
近
く
の
解
放
戦
線
の
掘
っ
た
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
て
み
て
、
こ
ん
な
狭
く
真
っ
暗
な

中
に
三
卜
分
で
も
自
分
は
我
慢
で
き
な
い
と
思
っ
た
。
そ
う
。
僕
た
ち
は
二
十
年
前
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
と
連
帯
な
ん
か

し
て
い
な
か
っ
た
:
:
:
。

今
同
の
公
演
で
は
、
脱
走
兵
た
ち
の
一
一
一
十
年
前
を
演
じ
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
若
い
俳
優
を
二
人
呼
ん
だ
。
一

九
四
九
年
生
ま
れ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ロ
ウ
も
、
も
う
五
十
一
説
。
来
日
し
た
彼
に
、
現
在
の
日
本
と
、
紀
伊
困
層
ホ
ー

(
雑
誌
『
世
界
」
一
一 

C
C
一
年
七
月
号
よ
り
転
載
)

H

ル
の
舞
台
の
中
の
二
一
十
年
前
の 

本
人
と
明
主
兵
は
、
ど
う
見
え
る
だ
ろ
う
か
。

l
、
ホ
ー
ム
」
か
ら
「 
G
I
、
ジ
ョ
イ
ン
、
ア
ス
」
へ
と
成
長
し
た
。

七
一
年
十
二
月
十
一
円
、
僕
は
横
漬
賀
市
民
会
館
で
、
五
百
人
の
黒
人
兵
た
ち
に
開
ま
れ
て
、
ジ
ェ
l
ン
・
フ
ォ
ン

ラ
ン
ド
た
ち
の 
F
T
A
シ
ョ
ー
を
来
し
ん
で
い
た
。
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